
第二回村民ワークショップ結果
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１.開催概要

テーマ
（各班①→②の

順に実施）

①中心市街地の景観をどのように形成していくか

②カラマツ等の耕地防風林をどう残していくか

募集方法
一 般：村広報誌、村公式SNS、村内放送（情報無線）
その他：前回参加者と関係団体への呼びかけ

参加者 中札内村の村民14人：第一回参加者 8人／初参加 6人

実施日時 2024年6月7日（金）18：30～20：30

会場 中札内村役場 会議室２
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募集案内：広報 なかさつない



１.開催概要
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参加者の属性 1班 2班 3班 合計

a)アンケート調査での希望者・一般参加者 2 1 1 4人

b)農業に携わっている方々 1 1人

c)自然調査や自然体験に関わってきた方々 1 1 2人

d)観光関係に携わっている方々 1 1 2人

e)商工関係に携わっている方々 1 1 2人

f)まちの花づくりに携わっている方々 1 1 1 3人

合計 5 4 5 14人

参加者の属性とグループ分け



２.開催目的
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景観についてのとらえ方、認識を共有

景観の問題点を共有 今後の取組方法を検討

第１回ワークショップ

第２回ワークショップ

テーマ①
中心市街地の景観をどのように
形成していくか

テーマ②
カラマツ等の耕地防風林をどう
残していくか

協働：村民参加方法
誘導：ガイドライン／支援方法
規制：行為の制限方法

等



２.開催目的
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景観形成に向けて村民との協働が必要な問題点

分類 景観類型 村民のとらえ方 村民の課題意識

自然

山並み／河川
／景勝地／動
植物

中札内らしい景観：ピョウタンの滝（園地）／日高
山脈
心に残る、シンボルとなるような樹木：樹木林（シ
ラカバ、カシワ等）

視点場の保全・再設置・形成／
自然体験の促進・PR／植生の保
全・育成

農地・
採草放
牧地

耕作地／採草
地／家屋・施
設／防風林

中札内らしい景観：農地（平坦・波状・碁盤目状）
保全したい景観：防風林
心に残る、シンボルとなるような樹木：樹木林（シ
ラカバ、カシワ等）

耕地防風林の保全／生産効率低
減対策／防風保安林の活用／耕
作放棄地の活用／イタドリ等の
除草／ごみ放棄防止・清掃対策

市街地
花・緑／街並
み

心に残る、シンボルとなるようなまち並み：道の駅
／文化創造センター

街路樹・花の景観形成と維持／
統一性の向上／活性化

施設

交流施設／公
園／道路

活用したい景観：道の駅／六花の森／文化創造セン
ター
心に残る、シンボルとなるような建物：文化創造セ
ンター／中札内美術村

良質な緑景観の普及・形成・維
持／緑地の活用／行事等での活
用／名所化／景観阻害要素の低
減・除去

歴史・
文化

歴史的施設／
神事・行事・
伝統芸能

保全したい景観：中札内神社／石見神楽 情報発信

・令和5年度アンケート、第一回ワークショップより、景観形成に向けて村民との協働が必要な問題点
について、今後の取り組み方針を協議することを目的とする。



２.開催目的
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耕地防風林
景観保全には農家・
村民・村の協働が必
要

市街地
景観形成には村民・
事業者・村の協働が
必要
※ワークショップで
は、より多くの人が
生活する中心市街に
ついて議論

景観形成に向けて村民との協働が必要な問題点

・令和5年度アンケート、第一回ワークショップより、景観形成に向けて村民との協働が必要な問題点
について、今後の取り組み方針を協議することを目的とする。



３.開催概要
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１. 本日の目的について

２. 村の景観問題について

３. グループワーク（40分×2テーマ）

４. グループワークの結果について意見交換

進行プログラム



公共施設私有地 道路

問題

⾃宅は庭に花
や⽊をあふれ
るほど育てて
いる

国道付近
旧店舗
→⾼齢化で緑
の⼿⼊れ不⾜

道路の緑化は、
村が対応でき
る範囲は少な
い

スペースをつ
くる

北海道固有の
種を⼤切に育
てる

ボランティアで
はなく
お⾦をもらって
⼿⼊れする！！
→仕事とする

役場のまわりに緑を植える

計画を持ってみどりを増やす必
要がある
・低⽊
・紅葉
・実がついて⾷べられる⽊
（ハスカップ等）

2次利⽤
・⼦どもが実を採取

（環境学習）
・⼦どもクッキング（⾷育）

多年草を植え
ると毎年お花
が咲くので良
い

⾏政にお願い
補助⾦あれば、
もっとおしえ
て欲しい

村のメイン道
路は国道なの
で⼿が出せな
い

街路樹の⼿⼊れ⼤
変だが継続してほ
しい（枝払い）

⼤きなフラ
ワーポット
があれば花
を植えられ
る

フラワーポットは
⾏政が⽤意

花は住⺠が植える

観光協会＆住⺠
が主体となって
イベントでお⾦
を集める

●薪として売る

●“カーボンニュー
トラル”

イベントスペース

実のなる⽊を育てる

実を収穫
収益で苗を買う

問題

家の前に緑を
増やすスペー
スがない。

お花の⼿⼊れ
できていない
⽔もあげられ
ていない

緑を増やすた
めの補助⾦が
あることを知
らなかった

住⺠が緑を増やす

草花は⽔やり、
花がら取りな
どの⼿⼊れが
⼤変。今年か
ら⼤幅に減少
している

問題

⾵が強い時⽊
が倒れた
→その後何も
植えていない

役場の周りの
緑が少ない

役場は災害時に避難場所
として⼈が集まる場所

実のなる⽊を
植える

イベントで収穫した実
を使った加⼯品を売る

イベントの収益で新しい実
のなる⽊を植える

お⾦を⽣み出す仕組みが必要 お⾦をつくる仕組みのイメージ

育てる

ジャム・ソース
等に加⼯

商品化

クラウドファン
ディングで販売

イベントで販売

倒れた⽊、伐採
した⽊を活⽤

販売

4.開催結果：テーマ①中心市街地の景観をどのように形成していくか １班



道路 公共施設私有地

住宅の周りに
花等を植える
住んでいる⼈
村が少し助成
する

花植えや緑化は
個⼈単位ではな
くて区単位で実
施→効果⼤

各個⼈で家の
庭に在来種を
植える
スズラン
カタクリ

農業⾼校や
施設にお願いし
在来種を栽培、
配布or販売して
広める

いくつかの植
⽊にのみ⽀援
⾦（景観に良
いと思われ
る）を出す

緑化⽀援対象
を増やす
1⼾ではなく
区単位で実施

シラカバ１本
150円森林組合
から購⼊→許可
を取って⼟⼿に
植えている

ゴミ拾いのあ
とに苗を配る
→中札内村の
ものだと良い

道路の雑草が
気になる
・草を取る
・村⺠が
定期的に年⼀
回

電線に⽀障が
ある場合は樹
⾼の低い種類
に変更し緑の
景観を保つ

カラフトイバラ
（ハマナス等）
在来の低⽊を植樹
して北海道らしい
景観にする

ふき、シャク
エゾニュウ等
を積極的に活
⽤する。北海
道らしい景観

住⺠が、ゴミ
拾いもしてい
る
中⼼地を同じ
ようにする

歩道などに植
える
⼿⼊れは住⺠
と⾏政でして
いく

⼀貫した“花とアート”のイメージを村道にも⽣かすため“景
観形成のルール”を植物に当てはめて、⽀援⾦対象のルー
ルを作ってみるのはどうだろうか？
“ガーデン”を思わせるデザイン性や⾊などを考える？
ドイツを思わせる？ 何かテーマに合わせて

中札内村の個性を思わせるような
テーマのある植物の⼀貫した⾊彩や
イメージ。
ガーデンデザイナーに宿根で気候に
合うもの

イタドリ→定期的に刈っている
（⾒通し悪くなる）
→どこに何を植えるか決める

公共施設を利⽤し
ている⼈が草取り
や花を植える
働いている⼈・関
係者も

関⼼のある⼈
学校、⼦ども
に考えてもら
う

積極的に在来
種を植える

中札内の村花
スズランを植
える

公共施設周辺のレイアウト再計画
⾃然はある
花の位置を何年かで変える
→レイアウトを変えると新しく感じる

⽬隠しにはこの⽊、⽇陰にはこの
⽊、シンボルツリーはこの⽊など
中札内の推薦リスト
→⼤きくなりすぎないもの、⼿⼊
れの楽なものがよい

在来種 中札内に合うもの
テーマに合った花を増やす

4.開催結果：テーマ①中心市街地の景観をどのように形成していくか ２班



道路 公共施設私有地

庭を綺麗⼼が
け

＜⾏政＞
農村部について
太陽光パネルの新設につい
てのルール規制を中札内も
明確にする
＜家庭＞
お花などを各家庭植えれば
⾃分の家のまわりもきれい
にする

花壇の管理を
募る

道路の花壇の⼿
⼊れをみんなで
参加してできる
ようにしたい

⼿⼊れが必要

花壇を整える

⾞道と歩道の草
刈り（草取り）
↓
村⺠ボランティ
ア

帯広駅

⼩学⽣
希望者

桜の⽊1年1本
植える
北海道に頼む

庭が無くてもプランター等で
各家庭で花づくりを楽しめる
ようにしたい
作り⽅のアドバイスを受けた
り⾏政からの苗提供があると
取組みやすい

統⼀感+整う+中札内⽅針

街路樹整えた
い剪定

⾼⽊ではなく
中低⽊

届け出+ルール メインスト
リート

誰でも出来る
プランター

無電柱化
（⼀部でも）

電柱地中化

道路メインストリート
＜⾏政＞
・電柱の地中化メインストリートでもできれば
パッツン街路樹をやめる（これ以上パッツンさ
せない）
⻭抜けのところは再植林？⾒た⽬を整えること
ができれば

＜⾏政＞
公共施設も新設や改
修する際は⾊や建築
資材は統⼀するルー
ルづくり

統⼀感

桜の⽊公共施設に桜
の⽊を植える。
役場、⼩中学
校、公園
→植樹祭など

花壇の管理者
募る

道の駅
⾃然を楽しめ
る仕掛け

窓下に花
⼊⼝ドアに
リース（丸く
花を飾る）

村が新市街地
を形成する
（村南側）

村が景観の良
い新市街地を
形成する道の
駅周辺

意識！

庭が無い⼈にも使える
プランター！

ソーラーパネル
どうする？

⻄洋負けない美しさ

みんなで植えることを
話し合っていく

（重労働・⼤変・⼈⼿不⾜）

草刈り
雑草×

歩道の雑草をきれいにとりたい
⾏政と住⺠、事業者等と協⼒して、
定期的に草刈りをしたい

4.開催結果：テーマ①中心市街地の景観をどのように形成していくか ３班



増やす 知ってもらう守る

そもそも…
農家は耕地防⾵林を守る
ことが必要だと思ってい
るのか？

耕地防⾵林の
幅を決めて、
その幅を維持
するように⻑
期で育てる

⾏政が
補助している

防⾵林
「あり」「なし」で作
物の育ち⽅の違いを農
家の⽅に教える

⼤きくなった⽊は
植え替える

30年で植え替える

横に広がる⽊
もある
折れる⽊もあ
る

落ち葉が出な
い樹種に変え
る

肥料にもなる
くぬぎに変え
る

作る物（作
物）によって
耕地防⾵林の
樹種は変わる

クラウドファ
ンディング

緑の回廊

畑

作物に即した耕地防⾵
林を植え、緑の回廊を
作る

フォトコン
テストで耕
地防⾵林を
知ってもら
う

⻑期で育てていく⽅法のイメージ

10
年

20
年

この幅を変えない

問題

根が浅いので
⾵に弱い、折
れる

冬に枝が落ち
るものを拾う
のが⼤変 次の世代へ耕地防⾵林の

必要性を引き継ぐ

折れた⽊を
伐採

新しい⽊を
植える

時間差で植えることで
地域防⾵林の幅を維持

ここの作物に即し
た耕地防⾵林を植
えるため、昔の歴
史を知る・学ぶ

補助がないと維持が難しい
村の補助

4.開催結果：テーマ②カラマツ等の耕地防風林をどう残していくか １班



増やす 知ってもらう守る

守るための
助成⾦
補助⾦

計画的に植え
る、植えなお
す

森林を管理す
る業者に⽀払
う部分を⽀援

効果的な防⾵林
のあり⽅（防⾵
効果のある⾯積、
⽊の種類）

今ある防⾵林を守るプラン、
何⼗年か先に、利益を⽣み出
せる植樹プランを林業と作成

⾼く売れる⽊を防⾵林に？

防⾵林で⽣ま
れる利益
伐採で収益に
なる仕組み

効果的な防⾵
林の在り⽅が
あると良い

管理に⼿間がか
かる
防⾵林の役⽬を
知ってもらう

イギリスでは、農地
景観の維持のために、
国が農家を⽀援して
協⼒してもらってい
るケースがある。

周知する

ガイドライン
的なものがあ
ると良い

防⾵林から利益を⽣み出す→
⽀援⾦
林業に活⽤できないか
薪、ウッドチップ、⼭菜、⽊
材、ほだ⽊

利益を⽣み出すシステムをつくる
↓

農家ではできない
↓

できる業者があると良い

学習の場 （⽣
態系に重要,,,）
→ 守る努⼒意
義に繋げ、利益
収益にする

シカの住処に
なっている 畑が荒らされる

4.開催結果：テーマ②カラマツ等の耕地防風林をどう残していくか ２班



増やす 知ってもらう守る

村が助成⽀援
⾦

増やしたら助
成⾦

最低残す
本数を決める
→ルール

農家さんに協⼒依頼となるが、
⼟地に対して最低何本（何ｍ）
防⾵林を残す、植えるという
ルールをつくる
その分補償？０にはしない

更新必要！

⼀定の応援費
を払う→防⾵
林を植える意
欲につなが
る？

知らない⼈
は意外とい
る

体験プログ
ラム

村が残す指定

残っている
耕地防⾵林の
村指定化

増やしたら助
成⾦（村or
道）
苗⽊の購⼊代

補助もらえる

応援する

新たに防⾵林
を増やす農家
を応援する仕
組みをつくる

森林組合も仕
事になる商品化⽣産

中札内
カラマツ在宅 列で植えると強い

個⼈だけで
は出来ない

耕地防⾵林
めぐるツ
アー

地拵
植栽
下刈
除伐
間伐

農家と話が
必要

防⾵保安林を利⽤して⾃然体験プログラ
ムを⾏う
⼦ども向け⼤⼈向けわける
きのこかり、⼭菜、⽊、⿃、⾍について
プログラムを通じ、防⾵林について知っ
てもらう

防⾵林を植える

3〜5年
森林組合

住⺠

森林組合農家

“話をする” “協⼒”

4.開催結果：テーマ②カラマツ等の耕地防風林をどう残していくか ３班



4.開催結果：テーマ①中心市街地の景観をどのように形成していくか（まとめ）

14

分類 意見

私有地

みどりを増やす
村民が、住宅周りにみどりを増やす（北海道らしさ、在来種など）
学校や施設管理者が、栽培して配布または販売する

みどりを増やす
ための支援/仕組
みづくり

私有地、家の前でみどりを増やすためのスペースを作る（プランター等）
花や樹木の種類の推薦リストをつくる（北海道らしさ、村の在来種、景観性、維持管理性、テーマにあわせる）
村が、みどりを増やす支援をする（苗を配る、対象の植物を絞って補助する、区単位で効果的に支援する等）
村が、補助金を周知する
植栽や維持管理のアドバイスをする

整える
村民が、家の周りもきれいにする
村が、太陽光パネルの新設のルール規制を明確にする

道路

みどりを増やす 住民が、花を植える、花壇を整える（北海道らしさ、在来種、維持管理性）

みどりを増やす
ための支援/仕組
みづくり

村が、住民が利用できるフラワーポットやプランターを用意する
デザイナーなどと協力して、花や樹木の種類を定める（北海道らしさ、村の在来種、テーマにあわせる、維持管
理性）
管理が大変なため、観光協会や住民が主体となってみどりを活用してお金を生み出す仕組みをつくる
みんなで維持管理方法について話し合う
花壇の管理者を募る

整える
道路管理者が、街路樹の手入れ、剪定をする（メインストリート、国道等）
村民や行政、事業者が道路の雑草を抜く、ゴミ拾いをする
道路管理者が、一部でも無電柱化する

整えるるための
ルール作り 街路樹を整備するためのルールや必要な手続きを定める

公共施
設

みどりを増やす 公共施設の利用者や関係者、希望者が植樹祭などを通じてみどりを増やす（役場、小中学校、公園等）

みどりを増やす
ための支援/仕組
みづくり

桜の木などを行政に提供してもらう
みどりを増やすための計画を作る（災害時の影響などを考慮、レイアウトを適宜更新、自然を楽しめる仕掛け）
花や樹木の種類を選定する（実がなる、在来種、景観性、維持管理性）
木を活用する（イベントで販売、子供への教育の場）
観光協会や住民が協力して、お金を生み出す仕組みを作る（木の実の加工品等を販売して、利益で苗を買う）
花壇の管理者を募る

整える
公共施設の利用者や関係者が雑草をとる
新設や改修時に公共施設の色や資材を統一するためのルール作り

その他新市街地を形成する 村が、道の駅周辺、村の南側に景観の良い新市街地を、形成する
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分類 意見

守る

管理する 計画的に管理する（大きくなった木の更新、列の幅・植樹や更新のタイミングを調節するこ
とで長期的な管理）

農家への直接的な支援
村、行政が協力してくれた農家の方に補助を出す
クラウドファンディングを実施する

守るための指針や仕組
み作り

樹種を選定する（作物に応じたもの、落ち葉が落ちず維持管理が楽、肥料などへの利用）
今ある耕地防風林を守るためのプランやガイドラインをつくる
残す防風林の対象や、残すためのルールをつくる（本数、場所）
利益を生み出す仕組みを作る

増やす

管理する 計画的に管理する（大きくなった木の更新、列の幅・植樹や更新のタイミングを調節するこ
とで長期的な管理）

農家への直接的な支援
村や北海道が協力してくれた農家の方に補助を出す
クラウドファンディングを実施する

守るための指針や仕組
み作り

樹種を選定する（作物に応じたもの、落ち葉が落ちず維持管理が楽、肥料などへの利用、高
く売れるもの）
林業と協力しながら、将来的に収益化を図るプランや、ガイドラインをつくる
応援する仕組みをつくる
森林組合等と連携を図りながら、収益になるような仕組みを作り、持続的な管理をしていく
（住宅資材、薪、ウッドチップ、ほだ木等）

知っても
らう

周知する

フォトコンテストを通じて知ってもらい、クラウドファンディングなどに活用する
教育の機会やツアーとして企画する（防風林の生態系など）
ガイドラインなどを利用し、効果的な防風林の在り方（樹種、防風効果のある面積）や効果
等を周知する

周知し、連携体制を作
る 農家や森林組合、住民と話をする


